
例会場：ホテルプラザ勝川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年８月１９日（金）２５２２回（８月第２例会） 

 

本日のプログラム 

 

司会 会場委員会 

 

・点鐘                会長     加藤 宗生君 

・ROTARY SONG   「我等の生業」 

・今月の歌     「少年時代」 

・ビジター紹介    会長     加藤 宗生君 

・食事歓談 

・委員会報告 

・祝福 

・卓話              菱川 一馬君 

・幹事報告      幹事     下田 育雄君 

・点鐘        会長     加藤 宗生君 

 

 

今月の歌  

「少年時代」 

夏が過ぎ風あざみ 

誰のあこがれにさまよう 

青空に残された 

私の心は夏模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の祝福 

 

会員誕生日 

9日   社本 太郎君  13日   長谷川智幸君  

18日   峠 テル子君  31日   岡本  博貴君 

 

夫人誕生日 

  3日   小柳出和文君・恵梨香さん 

 11日   山田  治君・  幸子さん 

22日   成瀬 浩康君・  由美さん 

   23日   野間 峰彦君・  民会さん 

   29日   岩村 幸正君・亜佐美さん 

 

アテンダンス表彰 

45ヶ年   小川     長君 

15ヶ年   峠   テル子君 

8ヶ年   大橋  省吾君 

 

【和食ランチ形式】  

前菜：ポテトサラダ 鰹たたき  

鶏むね肉オレンジ風味 

 

主菜：鱸と焼き茄子の野菜餡かけ 

 

食事：ご飯 赤だし 香の物 

 

デザート：マンゴープリン 

 

 
例
会
予
定 

8 月 26日（金） 9 月 2 日（金） 9 月 9 日（金） 9 月 16日（金） 

例会 12：30～ 第 3回理事会 11：15～ 卓話 未定 キナンレーシングチーム 

卓話 加藤茂 君 例会 12：30～  監督 石田 哲也様 

   伊藤正之君 卓話 鈴木克幸君   
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先週の記録 

 

会長挨拶       会長   加藤 宗生君 

皆さんこんにちは。 

 2022 年～23 年度地区大会幹事の冨田真規くん、

実行委員の赤井俊二くん、ようこそ春日井へお越し

くださりありがとうございます。 

 米山奨学生の劉履壮さん、青少年交換留学生の谷

口怜美さん、谷口仁恵さん、例会に参加いただき有

難うございます。谷口怜美さんには後ほど卓話をお

願い致します。 

 私と古屋エレクトは先日地区のクラブ活性化セ

ミナーに参加してきました。その時の活動方針を一

部紹介します。 

活動方針〈適応力を高める〉 

〇変化に対応できるクラブへ 

・SNS や Web の普及に伴うハイブリット方式クラブ

例会開催、各委員会のリモート会議の導入を図り、

効率的且つ会員へのサービス向上 

・良き活動を学び、新しい活動を積極的に取り入れ、

今後の奉仕活動を模索してみんなで活動しましょ

う 

・近隣クラブとの交流を通じて新しい活動方法を研

究し、共同事業の促進を図りましょう 

近隣クラブとの交流を通じて～ですが、春日井は

小牧さん、名古屋城北さん、名古屋空港さんとの交

流があり、近隣ではないですが富山県の氷見ロータ

リークラブと交流できないかと考えています。氷見

に行くことになりましたらどうぞ皆さん参加して

下さい。 

 簡単ではございますが私の挨拶とします。ありが

とうございました。 

 

幹事報告        幹事  下田 育雄君 

1.例会に先立ち理事会が開催されましたのでご報

告いたします。 

（1）前月決算承認、開始貸借対照表承認の件 

（2）ロータリー基金から一部本会計へ移転・返金す 

る件 

（3）市民プールへのテレビの寄贈 

（4）福祉のつどいへの協賛金の件 

（5）2022年春日井まつりへの協賛の件 

（6）第 63回春日井市菊花大会への表彰協賛の件 

 以上 6議案、審議可決されました。 

2．理事会の中で以下 2議案が協議されました。 

（1）ニコボックスの資金の使い方について明文化

するかどうかを視野に入れて、今後理事会に

て協議していきます。 

（2）春日井市青少年健全育成推進会議の顕彰者の

推薦の件について案内致しました。どこかの

団体や個人で推薦したい方がいらっしゃいま

したら幹事までご一報ください。 

 

 

3．報告事項です。 

（1）クラブ計画書の一部訂正があります。 

（32 ページ）会員増強委員会の予算額が 30 万

円となっていますので、3万円に訂正をお願い

します。 

（2）地区大会の出席登録の案内 

（3）米山奨学委員長会議の案内 

（4）米山奨学金事業において、6月 30日に 4000万

円達成クラブとなりました。地区大会で表彰

されることとなっています。 

（5）氷見ロータリークラブとの姉妹提携について、

氷見ロータリーはクラブ内で春日井ロータリ

ークラブとの姉妹提携が可決されたとの事で

当クラブでも本格的に協議を始めて行きたい

と考えています。 

4．次週予告です 

（1）9 月 2 日に第 3 回理事会が予定されています。 

（2）また、9 月 30 日はガバナー補佐訪問となって

います。会の終了後にクラブ協議会が予定さ

れています。参加対象の委員長、そして入会 3

年未満の方は日程のご調整をお願い致します。 

 

出席報告        委員長 下別府正樹君 

 

会員 51名 出席 33名 出席率  64.7% 

先々週の修正出席 出席 53名 出席率 100.0% 

 

ニコボックス報告    委員長 下別府正樹君 

 

○皆さまのお越しを心よりお待ち 

 しております。 

地区大会実行 

委員会様 

○冨田真規君、赤井俊二君、よう

こそ春日井へ。谷口さん、卓話

よろしくお願いします。 

加藤 宗生君 

 

○地区大会 PRお疲れ様です。谷口

さん、頑張ってください。 

下田 育雄君 

○谷口さんいよいよ出発ですね！ 

 あなたの諦めなかった強い思い

が、夢を叶えました。私も見習

いたいです。 

成瀬 浩康君 

○マルチプル・ポールハリスフェ

ロー授与ありがとうございま

す。谷口さん、8/12出国ですね

楽しんで来てください。 

古屋 義夫君 

○鈴木さんようこそ。一生のお付

き合いですね。 

青山 博徳君 

○鈴木君の入会をお祝いして！ 近藤 太門君 

岩村 幸正君 

加藤  茂君 

岡本 博貴君 

梅村  守君 

○谷口さん、1 年間の留学を満喫

してきてください！ 

 

大西 信之君 



○谷口さん、大いに頑張り活躍を

祈ります。 

松尾 隆徳君 

○谷口怜美さん、今回の留学が貴

女の人生の良い転機になるとい

いですね、頑張って下さい。 

小川  長君 

○谷口さんの卓話を楽しみにして

います。 

川瀬 治通君 

北  健司君 

藤川 誠二君 

○本日の卓話を楽しみに。 

加藤 昭博君 下別府正樹君 社本 太郎君 

宅間 秀順君 三上  努君 清水  勲君 

村瀬 昌史君   

○ご協力ありがとうございます。 

出席・ニコボックス委員会 

 

卓話  青少年交換留学生   谷口 怜美様 

私が留学に行きたいと思った理由や、春日井ロー

タリーの方々に出会ったきっかけ、そして皆様への

感謝の気持ちを伝えさせていただきたいと思いま

す。 

初めに、留学に行きたいと思ったきっかけについ

てお話します。実は私は、昔から英語が大っ嫌いな

生徒でした。小学生の時は、英語の授業の前に英語

であいさつする英語係だけは意地でもやりたくな

くてめちゃめちゃ逃げていましたし、中学生の時も

英語の定期テストでは平均点以下をとるのが当た

り前でした。しかもそれに対してなんの焦りも感じ

ていませんでした。そんな英語嫌いの私を変えたの

は、中学二年生の春に、授業で行った国際交流です。

カナダ人の高校生の方たちと交流したのですが、相

手の言っている英語を理解して、自分の英語で返す。

そのように多言語で外国の方と話せた瞬間、私は英

語の楽しさに気づきました。そしてその日帰ってか

らすぐに youTubeで留学について調べました。その

時に、高校生でカナダに留学している子を見つけ、

その子の動画を見ていくたびに、自分もどんどん高

校生になったら留学をしてみたいという夢という

か憧れを抱きました。ちなみにその時から映画を見

るのは好きで、とくにアメリカで撮影されている作

品をよく見ていたので、カナダやほかの国ではなく、

自然とアメリカに留学したいと思っていたのだと

思います。 

それからの自分は、学校の英語の授業とは別に家

でも独学として英語の勉強をして、冬の英語の定期

テストでは９６点をとることが出来ました。そして

中学３年生になってからも英語は個人的に勉強し

続けていて、夏休みには英語のスピーチ大会にも参

加しました。英語に対しての自分の熱は冷めること

なく高校の志望校を決める時がきたので、私は高校

の第一条件として、留学プログラムのある高校を探

していました。地元の近くの学校に、カナダなので

すけど一年間留学することのできる国際コースを

設けている高校があったので、アメリカじゃなくて

も留学出来るなら、ということでそこの高校に行き

たいとお母さんに申し出ました。ところが経済的な

問題であったり、心配だからということでそこの学

校に行くことは許可されず諦めました。 

そしていま私が通っている、オーストラリアに短

期留学できる聖カピタニオ女子高等学校に入学す

ることになります。たった二か月の短期留学でも、

異国の地で生活することが出来るということにワ

クワクして準備を進めていました。ですが、高校一

年生の冬に行くはずだったその留学なのですが、不

運なことにコロナとまるかぶりだったために、私た

ちの代だけ留学は中止になり泣く泣く諦めること

しかできませんでした。 

ですがどうしても高校で留学に行くということ

が諦められなかった私は、個人的に留学に行ける方

法を探していました。そして、ここで春日井の方た

ちと出会うきっかけに繋がってくるのですが、高校

の友達から「ロータリークラブ」というものを聞き、

青少年交換のプログラムを設けていることを知り

ます。正直その話を聞くまでロータリークラブとい

うものを聞いたことがなくて知らなかったので、帰

ってから調べました。学校でも担任の先生に相談し

たら、聖カピの先輩にもロータリーの方たちに援助

されてフランスに行った人がいることを聞いて、そ

こでまた留学への希望を見つけました。まず自分の

地元である多治見ロータリークラブにメールをし

まして、お会いして話したのですが、ホストファミ

リーを見つけることが出来ないのでお断りします

と言われてしまいました。ですが運のいいことに在

学している高校が愛知県ということで、私は岐阜県

に住んでいるのですが、愛知のロータリーを通じて

行くことが可能だと先生に聞き、２７６０地区で行

くことにします。ちなみにその話が去年の７月の頭

なのですけど、ガバナー事務所へ試験を受けるため

の応募締め切りが７月１５日までなので、本当に時

間がなかったのです。なのにスポンサーになってく

ださるクラブがなかなか見つからなくて、放課後に

先生と一緒に片っ端からいろんなロータリークラ

ブに電話をしました。ですがどこにかけてもコロナ

で今年は留学の援助していない、というような回答

しかもらえなくて、ほぼ諦めかけていました。これ

ほんとのほんとの話なのですけど、最後にしようと

思ってかけた先がこの春日井ロータリークラブで

して、その日初めて石田さんと会話をして、問い合

わせてみるのでまたかけなおしますという回答を

いただき、ドキドキしながら家に帰ったら、大原さ

んから連絡をいただきました。そして７月１１日に

その時の会長である成瀬さんと幹事である大原さ

んにこのホテルプラザ勝川でお会いします。その時

に改めてスポンサーになると言っていただき、無事

応募締め切りにも間に合って試験に合格し、こうし

て派遣候補生として一年間オリエンテーションに

参加してきました。（ちなみに同じ派遣候補生の子

で、応募締め切りの１５日を過ぎてからロータリー

のことを知って、電話をかけたら試験を受けられた



って言っている子がいて、急いだのにそんなことあ

りえるの？って拍子抜けしたのを覚えています。） 

これが私の主な留学までの道のりです。皆さんも

思ったと思うのですが、ほんっとに心底自分は留学

には縁がなくてですね、派遣候補生になった時もコ

ロナは収束してなかったので、行ける確信はなかな

か持てなかったし、なんなら今もコロナの第７波で

すごく広がっているし、サル痘とかいうよく分から

ない病気も世界で広まっているし不安はいろいろ

あります。 

また病気とか関係なく、留学を一週間後に控えた

今、個人的にすごく緊張だったり不安を感じて、夜

も寝つきが悪くなってしまっているのですが、援助

してくださっている春日井ロータリーの方々の期

待を裏切らないためにも、メソメソしている場合で

はないので、精一杯頑張ろうと思います。私一人の

ためなんかに、名刺やバッジを準備してくださった

り、クリスマス会や定例会にお呼びしてくださった

り、何より交換留学ということでブレーデンを受け

入れてお世話をするというほんとに大きな仕事を

皆様にしていただくことになって、「ありがとうご

ざいます」の一言では全く足りないほどの感謝の気

持ちを持っております。その気持ちを言葉にうまく

表すことが出来なくてもどかしいのですが、言葉で

伝えるよりも行動で示す方が大事ということで、一

年間の留学、落ち込むことがあっても前を向き続け

て突っ走ろうと思いますので、どうぞこれからも、

ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山留学生 劉 履壮 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ・ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽﾌｪﾛｰ授与 古屋 義夫君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山功労者授与 加藤 宗生君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区大会 PR 冨田 真規君 赤井 俊二君 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 出席・ニコボックス委員会 

長谷川 久幸君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 加藤 宗生君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入会式 鈴木 克幸君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 青少年交換留学生 谷口 怜美様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤会長との記念撮影 谷口 怜美様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 下田 育雄君 

 

 

 

 

 

 


